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８月２１日、吹奏楽部が石木地区いきいきサロンで演奏させていただきました。

♪童謡メドレー♪時代劇メドレー♪など、皆さんに喜んでいただけるよう選曲しました。

アンコール「上を向いて歩こう」では、皆さんの手拍子や口ずさむ声も加わり、一緒に

音楽を創ることができました。またお邪魔します♪

今年度は佐世保市史談会会長の中島様をお招きし、「引揚」のお話を伺いました。

スローガン「チーム波佐見」～今と今からの笑顔育む～

引揚者が人間の生命や尊厳にかかわる危険

にさらされながら日本に帰り、戦後の生活も

苦しみの連続であったことを知り、改めて戦

争の愚かさ、平和の大切さを学ぶことができ

ました。

講話終了後、平和への祈りをあらたに「波

高鶴」を折りました。

「凡事徹底」私がとても大切にしている言葉です。

意味は「当たり前のことを当たり前にやる。」

今、皆さんが積み重ねているものが未来につながります。

努力すること、そしてそれを継続すること

を大切にしてください。

【枡田真由美 先生：美術】

７月３１日～８月２５日、18名の生徒がハウステンボスでの実践的インターンシップに

参加しました。ハウステンボス職員の皆さまの姿に触れ、接客の心構え習得はもちろん、

働くことの意味や自分の生き方、今の自分について考えることができました。

コロナ禍という困難な状況下、

このインターンシップ実現のため

に、ご尽力くださった皆さま、ご

協力くださった皆さま、本当にあ

りがとうございました。

７月に教育実習に臨んだ３人の先生方からメッセージをいただきました。

多くの人の言葉を受け止めれば、きっとみんなの人生は豊かになる。

１つ１つの出会いを大切にできる人になってください。

【奥田颯 先生：保健体育】

【平野弘陽 先生：公民】

みんな！たくさん、描いて、作って、学ぶんだ！

高校生は学びをスポンジのように吸収して、グンと成長する時期

だと思います。今をがむしゃらに、みんながんばれー！！

８月６日～１２日、サッカー部が３年生にとって最後となる選手権大会に挑みました。

残念ながら予選突破はできませんでしたが、全力で戦い抜きました！

夢・目標を見つけ、それに向かって努力してください。

そして限りある高校生活の中でいっぱい笑って、

多くの思い出をつくってください。



コロナに振り回され苦しかっただろうに、迷いを振り切り、全力で白球を追うみんなの姿。

その姿に、保護者の皆さんを始めとする多くの方が拳を握り、心の中で歓声をあげ、涙をこぼした夏。

野球部のみんなは、全力プレーが人の心を動かし、勇気を与えることを教えてくれた。

【佐世保地区新人戦結果報告】ベスト４

★予選リーグ（３勝）

猶興館・平戸・鹿工 １３対０【勝】（５回コールド）

西海学園 １３対２【勝】（７回コールド）

佐世保南 １１対１【勝】（５回コールド）

★決勝トーナメント

準々決勝 対 壱岐 ４対３【勝】

準決勝 対 鹿工 １対４【負】

【県高等学校野球大会結果報告】

２回戦 対 佐世保北 ６対４【勝】１２安打

３回戦 対 鎮西学園 ６対３【勝】１３安打

準々決勝 対 長崎西 ４対３【勝】１４安打

準決勝 対 鹿工 ３対４【負】１２安打

４戦連続２桁安打。強力打線を県下に知らしめました。


